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FEATURE　ARTICLESFEATURE　ARTICLES集�特�

国道118号�

石川バイパス�石川バイパス�

主要地方道いわき石川線�主要地方道いわき石川線�

　

主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線
は
、
昔
か
ら
県
南
地
方
と
小
名
浜
港

を
結
ぶ
生
活
、
物
流
、
観
光
の
重
要
路
線
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
近
年
の
高
速
道
路
網
の
整
備
、福
島
空
港
の
開
港
と
い
っ
た

時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、そ
の
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
御
齋
所
街
道
の
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
な
ど
、
計
画
的

な
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、新
町
地
内
の
交
差
点
な
ど
は
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
頻
繁
に
通
る
な
ど
、
朝
夕
に
限
ら
ず
慢
性
的
な
渋

滞
が
発
生
し
、
歩
行
者
に
と
っ
て
も
道
幅
が
狭
く
、
危
険
性
が
増
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
が
飛
躍
、
発
展
す
る
た
め
の
重
要
課
題
で

あ
っ
た
、
石
川
バ
イ
パ
ス
建
設
が
着
工
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
く
、
早

期
の
完
成
を
願
う
と
と
も
に
交
通
量
の
緩
和
、
観
光
面
な
ど
で
の
利

活
用
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
要
地
方
道�

い
わ
き
石
川
線�

石
川
石
川�

石
川�

バ
イ�

パ
ス
着
工

ス
着
工�

バ
イ�

パ
ス
着
工�

▲鈴木友絋さん（県立石川高１年・松木下）／境ノ内地内
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国道118号�国道118号�

石川バイパス�

主要地方道いわき石川線�

関
根
捨
吉
さ
ん�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー�

石
川
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
を�

　

私
は
、
元
農
業
改
良
普
及
所
の
職
員
で
、

県
内
を
転
々
と
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
縁
が
あ
り
昭
和　

年
９
月
に
石

３０

川
町
に
住
み
始
め
ま
し
た
。
昭
和　

年
に

４２

は
境
ノ
内
地
内
に
移
転
し
、
平
成　

年　
１０

１０

月
か
ら
石
川
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
う
た
め
、

代
替
地
で
あ
る
古
舘
の
専
売
公
社
跡
地
に

住
ん
で
い
ま
す
。

　

石
川
バ
イ
パ
ス
の
話
し
を
初
め
て
聞
い

た
の
は
平
成
６
年
の
９
月
で
し
た
。
翌
月

に
は
県
・
町
を
含
め
て
の
説
明
会
が
あ
り
、

当
時
は
私
た
ち
の
地
区
に
バ
イ
パ
ス
が
通

る
と
は
、
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
心
街
で
あ
る
新
町
、
県
道
い
わ
き
石
川

線
の
交
通
量
を
考
え
る
と
、
バ
イ
パ
ス
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

正
確
な
路
線
が
発
表
さ
れ
、
測
量
、
地
質

な
ど
の
調
査
が
始
ま
る
と
、
戸
惑
い
は
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
代
替
地
、
補

償
の
問
題
、
路
線
の
計
画
変
更
な
ど
、
不

安
な
日
々
が
続
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

私
た
ち
夫
婦
も
家
族
も
、
住
み
慣
れ
た

こ
の
町
が
良
か
っ
た
の
で
、
代
替
地
が
用

意
さ
れ
た
う
え
に
、
町
に
定
住
促
進
条
例

が
あ
り
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
町
外
へ
の
転
出
、
若
年
層
の
都
市

化
へ
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
今
後
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
方

策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
石
川
パ
イ
パ
ス
の
起
工
式
が
行

わ
れ
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
早
期
完
成
を
願
い
な
が
ら
、
バ

イ
パ
ス
沿
線
地
域
の
活
性
化
、
町
の
発
展
、

中
心
商
店
街
の
更
な
る
活
性
化
を
望
み
ま

す
。

●関根捨吉さんプロフィール●

玉川村生まれ
昭和３０年９月に石川町に移転する。
元県農業改良普及所の職員として、
昭和６２年の定年退職まで県中・県
南地方の農業改良普及のため活躍
する。その後、平成８年３月まで
農業団体に勤務。現在は趣味のガ
ーデニングと孫の成長を楽しみに
老後を過ごしています。

▲遠藤鮎美さん（県立石川高１年・王子平）／石田地内



・4

　

２
月　

日
、
石
田
地
内
で
主
要
地
方
道

２１

い
わ
き
石
川
線
石
川
バ
イ
パ
ス
の
起
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
、
町
、
地
権
者
、

工
事
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、

平
成　

年
度
に
一
部
供
用
開
始
を
目
指
す

１６

バ
イ
パ
ス
の
無
事
完
成
を
願
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
栄
佐
久
知
事
、
西
牧
立
博
町
長
ら

が
く
わ
い
れ
を
し
た
あ
と
、
三
保
恵
一
県

議
会
議
長
、
角
田
美
公
町
議
会
議
長
、
地

権
者
代
表
の
渡
辺
正
一
さ
ん
（
石
田
）、
施

行
業
者
の
城
野
政
勝
・
城
野
組
社
長
ら
が

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

佐
藤
知
事
は
「
本
線
は
小
名
浜
港
、
常

磐
自
動
車
道
湯
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

県
南
地
方
を
結
ぶ
物
流
、
観
光
の
重
要
路

線
で
す
。
福
島
空
港
の
利
活
用
促
進
に
も

期
待
し
た
い
」
と
、
西
牧
町
長
が
「
家
屋

移
転
者
を
は
じ
め
、
地
権
者
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
の

完
成
に
よ
り
、
産
業
経
済
効
果
、
浜
通
り

市
町
村
と
の
連
絡
強
化
、
福
島
空
港
を
利

活
用
し
た
広
域
的
な
交
流
促
進
に
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
三
保
県
議
会
議

長
も
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

石
川
バ
イ
パ
ス
は
、
い
わ
き
石
川
線
の

慢
性
的
な
渋
滞
解
消
を
目
的
に
平
成
５
年

に
事
業
着
手
し
ま
し
た
。
全
体
計
画
で
は

い
わ
き
石
川
線
の
形
見
地
内
か
ら
国
道
１

１
８
号
の
石
田
地
内
ま
で
を
つ
な
ぐ
全
長

約
４
・
９
�
の
二
車
線
路
線
で
す
。
今
回

着
工
す
る
第
一
工
区
は
、
国
道
１
１
８
号

の
石
田
地
内
か
ら
県
道
飯
野
・
三
春
・
石

川
線
の
屋
敷
ノ
入
地
内
ま
で
の
約
１
・
７

�
と
な
り
ま
す
。

　

第
一
工
区
の
総
事
業
費
を
約　

億
円
と

６０

見
込
み
、
平
成　

年
度
の
完
成
を
目
指
し

１６

て
い
ま
す
。

▲くわいれをする佐藤栄佐久知事

小
名
浜
と
県
南
地
方
を
結
ぶ
物
流
・
観
光
の
重
要
路
線

平
成　

年
２
月　

日
起
工
式

１３

２１
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あ�
ぶ�
く�
ま�
高�
原�
道�
路�

矢
吹
―
玉
川
間
　
3
月
27
日
開
通�

（10.5キロ）�

　

東
北
自
動
車
道
矢
吹
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
と
福
島
空
港
、
磐
越
自

動
車
道
小
野
Ｉ
Ｃ
を
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
『
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
』
が
、
３

月　

日
に
一
部
区
間
の　

・
５
�
が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
に
よ
り
、
県
南
地

２７

１０

方
や
北
関
東
か
ら
の
福
島
空
港
の
利
用
な
ど
が
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
開
通
し
た
区
間
は
、
あ
ぶ
く
ま
高

原
道
路
（
全
体
延
長
約　

�
）
の
う
ち
、

３５

東
北
自
動
車
道
の
矢
吹
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
１

１
８
号
に
接
す
る
玉
川
Ｉ
Ｃ
ま
で
の　

・
１０

５
�
で
す
。
暫
定
２
車
線
で
供
用
が
開
始

さ
れ
、
矢
吹
、
矢
吹
中
央
、
玉
川
の
３
つ

の
Ｉ
Ｃ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
矢
吹
中

央
―
玉
川
Ｉ
Ｃ
間
（
６
・
６
�
）
は
有
料

と
な
り
、
料
金
所
は
矢
吹
中
央
―
玉
川
Ｉ

Ｃ
の
ほ
ぼ
中
間
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

料
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
開
通
に
よ
り
、
県
南
地
方
や
北
関

東
か
ら
の
福
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便

利
に
な
る
ほ
か
、
本
町
で
も
観
光
面
な
ど

で
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
あ
ぶ
く
ま
新
高
原
都
市
構
想
」、

「　

世
紀
Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
」
や
、「
郡
山
地
域

２１

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
頭
脳
立
地
構
想
」「
首
都
機

能
移
転
」
な
ど
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
を
支
援
す
る
道
路
と
し
て
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

118

118

郡山�
郡山駅�

小野�

うつくしま�
未来博会場�

白河�
新
白
河
駅�

矢
吹
中
央�

矢
吹�

玉
川�

石
川�

いわきJCT

いわき四倉�

広野（仮）�

東北自動車道�

常磐自動車道�

あぶくま高原道路�

磐越自動車道�

郡山郡山JCTJCT郡山JCT

　

昨
年　

月　

日
、
い
わ
き
市
遠
野
町
地

１２

２７

内
で
、
主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線
の
御

齋
所
洞
門
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線
は
、
昔
か
ら

御
齋
所
街
道
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
本
町
と

古
殿
町
・
い
わ
き
市
を
結
ぶ
重
要
な
生
活
・

観
光
道
路
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
海
の
玄
関
の
重
要
港
湾
小
名
浜
港

と
、
空
の
玄
関
の
福
島
空
港
と
を
結
ぶ
道

路
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
旧
道
は
道
幅
が
狭
く
、
カ

ー
ブ
が
連
続
し
て
見
通
し
が
悪
か
っ
た
た

め
、
県
が
平
成　

年
度
か
ら
ト
ン
ネ
ル
部

１０

を
含
む
総
延
長
２
４
０
ｍ
の
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
し
た
。

　

御
齋
所
洞
門
、
前
に
開
通
し
て
い
る
御

齋
所
ト
ン
ネ
ル
と
の
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
に
よ
り
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲昨年１２月２７日開通した御齋所洞門
（いわき市遠野町）

い
わ
き
石
川
線
道
路
�

交
　
通
　
動
　
向
�

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

1953年�
（S28年度）�

1962年�
（S37年度）�

1974年�
（S49年度）�

1983年�
（S58年度）�

1997年�
（H9年度）�

台数�
12h

自
動
車
類

自
動
車
類
�

自
動
車
類
�

大
型
車

大
型
車
�

大
型
車
�

157
485

171

3,391

4,275

1,2841,054

80

728

5,873
観測地点：石川郡石川町大字形見�

▲３月２７日一部供用開始された「あぶくま高原道路」

�
新
町
地
内
の
渋
滞
の
よ
う
す

御
齋
所
洞
門
も
昨
年　

月
開
通

１２

主
要
地
方
道

い
わ
き
石
川
線

【料金表】（矢吹中央―玉川間）

軽自動車など普通車中型車大型車特大車

２５０円３００円３５０円５００円８５０円
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わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す�
町
の
一
般
会
計
予
算�
平
成
13
年
度�

66
億
7
、0
6
8
万
円
を�

●
町
民
一
人
当
り
の
町
税
負
担
は
8
5
、5
7
6
円�

●
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
お
金
は
一
人
当
り
3
3
5
、6
9
9
円�

平成13年度の石
川町歳入歳出予算
が3月定例議会に
おいて可決されま
したので、予算の
主な内容について
お知らせします。�

第
４
次
総
合
計
画
「
キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン
」
　
「
人
・
自
然
が
融
け
合
う
　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市
　
い
し
か
わ
」
を
目
指
し
て�

一
�
般
�会
�計
�

　

平
成　

年
度
石
川
町
の
予
算
は
、
限
ら
れ
た
財
源

１３

を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し
、
第
４
次
総
合
計

画
「
キ
ラ
ラ　

プ
ラ
ン
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、

２１

「
人
・
自
然
が
融
け
合
う　

あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　

い
し
か
わ
」
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
し
事
業
の
重

点
選
別
に
努
め
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
平
成　

年
１２

度
と
比
べ
０
・
３
％
の
減
の　

億
７
、
０
６
８
万
円

６６

と
な
り
ま
す
。
歳
入
で
は
、
町
税
が
、
景
気
の
動
向

や
制
度
改
正
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
１
・
２
％
の

減
で
、　

億　

万
円
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
交

１７

４８

付
税
等
一
般
財
源
が
減
収
と
な
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
１
億
２
、
０
０
０
万
円
、
地
域
福
祉
振
興
基
金

２
、
９
０
０
万
円
を
繰
入
金
に
計
上
す
る
こ
と
で
補

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
こ
れ
ら
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
事
業
の
重

点
選
別
と
予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
以
下
の
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
環

境
監
視
体
制
の
充
実
、
水
環
境
保
全
に
取
り
組
み
ま

す
。
社
会
資
本
の
整
備
の
た
め
、
引
き
続
き
町
道
、

農
道
整
備
を
図
り
ま
す
。
食
糧
の
計
画
的
生
産
と
食

糧
自
給
率
向
上
に
向
け
た
土
地
利
用
型
作
物
の
生
産

振
興
に
努
め
ま
す
。
鉱
物
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め

に
企
業
誘
致
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
高
度

情
報
社
会
に
即
応
し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努

め
行
政
情
報
の
公
開
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

お
い
て
、
介
護
保
険
制
度
の
着
実
な
実
施
を
図
る
た

め
、
介
護
給
付
・
予
防
給
付
の
保
険
給
付
を
行
い
ま

す
。
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
住
宅
団

地
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、
１
１
５
億
７
、
８
０
７
万
円
と
な
り
ま
す

が
前
年
度
よ
り
４
億
０
、
３
１
７
万
円
、
率
に
し
て

３
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
予
算
の
主
な
事
業

１３

◎
印
は
新
規
事
業

□
印
は
拡
大
事
業

１　
心
豊
か
に
学
ぶ
力
を
つ
な
ぐ
ま
ち　
　
　
２
億
４
、４
３
４
万
円

●1 ●2 ２　
自
然
と
調
和
し
安
全
で
快
適
な
ま
ち　
　　

億
６
、７
６
３
万
円

１５

●1 ●2 ●3 ３　
人
に
や
さ
し
く
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

億
２
、１
９
７
万
円

５４

●1 ●2 ４　
活
力
に
満
ち
た
た
く
ま
し
い
ま
ち　
　
　
７
億
８
、０
９
７
万
円

●1 ●2 ５　
町
民
と
と
も
に
歩
む
ま
ち　
　
　
　
　
　
　
　
７
、５
７
３
万
円

●1 ●2 ●3 

明
日
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め

に歴
史
を
学
び
あ
い
個
性
豊
か
な

社
会
を
つ
く
る
た
め
に

自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に

快
適
な
都
市
基
盤
の
整
備
を
め

ざ
す
た
め
に

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
め

ざ
す
た
め
に

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
を
も
っ

て
共
に
生
き
る
た
め
に

み
ん
な
が
安
心
し
て
い
き
い
き

と
暮
ら
す
た
め
に

環
境
変
化
に
柔
軟
な
産
業
育
成

の
た
め
に

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に

町
民
総
参
加
の
推
進

開
か
れ
た
行
政
の
推
進

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

◎
情
報
通
信
技
術
講
習
推
進
事
業

◎
学
校
活
動
支
援
事
業

◎
学
校
評
議
員
制
度
の
導
入
な
ど

◎
鉱
物
等
調
査
事
業

　

芸
術
文
化
振
興
事
業
な
ど

◎
粗
大
ゴ
ミ
収
集
運
搬
事
業

◎
環
境
監
視
員
設
置
事
業

　

河
川
環
境
保
全
事
業
な
ど

◎
水
環
境
保
全
調
査
事
業

□
最
終
処
分
場
関
連
事
業

　

住
宅
団
地
造
成
事
業
な
ど

　

消
防
施
設
整
備
事
業

　

交
通
安
全
対
策
事
業
な
ど

◎
花
嫁
相
談
員
設
置
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
後
継
者
対
策
事
業
な
ど

◎
介
護
保
険
支
援
事
業

□
全
国
健
康
福
祉
祭
推
進
事
業

　

高
齢
者
福
祉
事
業
な
ど

◎
地
域
畜
産
環
境
整
備
対
策
事
業

◎
企
業
誘
致
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
な
ど

◎
鉱
山
跡
地
等
整
備
構
想
委
託
事
業

◎
母
畑
湖
遊
歩
道
整
備
事
業
な
ど

◎
未
来
博
関
連
事
業

◎
新
世
紀
未
来
議
会
事
業

□
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど

◎
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業

◎
防
災
行
政
無
線
基
本
設
計
事
業

　

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
な
ど

◎
事
業
評
価
制
度
調
査
事
業

●特別会計予算総額
対前年度比予　算　額会　計　名
（1.4％増）１５億９,３０７万円国民健康保険
（４．０％増）２２億６，３２７万円老人保健
（４．１％増）６億３，７４７万円介護保険
（６．８％減）８３９万円介護保険サービス事業
（１．０％減）１，０１８万円母畑財産区
（２．８％減）１，０２６万円中谷財産区

（１６．７％減）３７万円石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

（１．３％増）３，６５２万円土地開発事業
（１．１％増）１６９万円鳥内工業団地給水事業
（８９．０％減）６，８２８万円簡易水道事業
（１４．５％増）２億７，７８９万円宅地造成事業

●水道事業会計予算
予　算　額区　　　　分

２億８，２９８万円営業収益
収　

入収
益
的
収
支

６８万円営業外収益
２万円特別利益

２億８，３６８万円計
２億１，０７２万円営業費用

支　

出

３，５７２万円営業外費用
３０万円特別損失
１００万円予備費

２億４，７７４万円計
２９５万円建設負担金

収　

入資
本
的
収
支

３１５万円工事負担金
３４７万円国庫補助金
９５７万円計

１億２，０６８万円建設改良費
支　

出

２，９１３万円企業債償還金
１００万円予備費

１億５，０８１万円計

資本的収入額が支出額に対して不足する１億４,１２４万円は、損益
勘定留保資本金等で補てんしました。

教
育
費

３６，４８０円

土
木
費

２６，２２３円

消
防
費
ほ
か３３，５３３円

衛
生
費

４６，１１５円

農
林
水
産
業
費３９，５０４円

民
生
費

５６，７５３円

公
債
費

４９，７５２円

総
務
費

４７，３３９円

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
予
算　

億
７
、

１３

６６

０
６
８
万
円
を
私
た
ち
町
民
一
人
当
た
り

に
す
る
と
３
３
５
、
６
９
９
円
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
お
金
を
項
目
別
に
見
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
民
に
使
わ
れ
る
お
金
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文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭

教
育
を
応
援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は

大
変
な
も
の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

た
め
の
「
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

　

話
せ
ば
わ
か
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

話
さ
な
け
れ
ば
も
っ
と
わ
か
ら
な
い
。

　

話
さ
な
く
て
も
わ
か
り
合
え
る
関
係

　
２３

が
、
今
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
の
間
、
親
子
の
間
で
の
会
話
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
、
家
庭
づ
く
り
の

す
べ
て
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。
ほ
ん
と

う
は
夫
婦
で
も
親
子
で
も
何
で
も
話
せ

る
仲
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

会
話
を
増
や
す
に
は
、
全
員
で
夕
食

を
と
る
日
を
決
め
る
な
ど
、
で
き
る
だ

け
一
緒
に
食
事
を
し
、
お
互
い
に
そ
の

日
に
あ
っ
た
こ
と
を
話
す
と
か
、
朝
の

あ
い
さ
つ
を
す
る
、
子
ど
も
に
家
事
を

頼
む
、
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

り
す
る
、
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

家
庭
教
育

手
帳
 

― 

家
庭
と
は 
―

　入り口部分を手で開
き、そこからハサミを
入れて切り開きます。�

　湿りけが残って
いると、カビが生
える危険あり。完
全に乾かしてから
出しましょう。�

　牛乳パックは、上質のバージンパルプからつくられ、再利用

すると比較的質の高い、再生紙をつくることができます。大切

な資源回収への協力と再商品の購入を呼びかけています。�

中をゆすぎます�

平面に切り開きます�

　中身が残っている
と腐敗の原因となる
ので、２回程度ゆす
ぎましょう。�

乾かし、束ねて出します�

こ
ど
も
が
家
で
身
に

つ
け
た
こ
と
は
、生
涯
、

ず
っ
と
生
き
続
け
る
④
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テ
レ
ビ
の
時
代
劇
の
中
で
庶
民
が 
高
札 
（ 
立  
札 
）
を
見
て
何
か
を
話
し
合
っ
て
い

こ
う
さ
つ 

た
て 
ふ
だ

る
場
面
を
見
か
け
ま
す
が
、
町
内
に
も
高
札
が
数
枚
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
高
札
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

石
川
町
に
残
る
「
高
札
」

「
訴
え
出
た
者
に
は
、
報
償
金
と
し
て

　

伴
天
連

     

（
宣
教
師
）は
銀
五
百
枚

ば 

て 

れ 

ん

　

い
る
ま
ん（
修
道
主
）は
銀
三
百
枚

　
 
立 
か
え
り
者（
再
信
者
）は
銀
三
百
枚

た
ち

　

同
宿
・
宗
門（
信
者
）は
銀
百
枚

を
与
え
る
。
か
く
し
お
い
て
他
所
よ
り

知
ら
れ
た
ら
名
主
・
五
人
組
と
も
厳
罰

に
処
す
る
。」

　

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
須
賀
川
、
棚

倉
、
小
野
町
雨
田
な
ど
に
は
監
視
の
目

を
盗
ん
で
熱
心
に
信
仰
し
た
者
も
い
た

よ
う
で
す
。

高
札
は
明

治
六
（
一

八
七
三
）

年
、
明
治

政
府
が
撤

去
を
命
ず

る
ま
で
続

き
ま
し
た
。

　

高
札
と
は
お 
上 
（
幕
府
や
藩
）
が
守

か
み

る
べ
き
法
令
や
禁
止
事
項
な
ど
を
横
長

の
板
に 
墨 
で
書
い
た
周
知
板
の
こ
と
で

す
み

す
。
高
札
は
お
上
の
権
威
の
象
徴
で
す

か
ら
、
屋
根
を
付
け
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
字
が
薄
く
な
っ
て
も
勝
手
に
直

す
こ
と
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
高
札
の
立

っ
て
い
る
場
所
を
高
札
場
と
い
い
、 
柵 さく

で
囲
み
村
落
の
入
口
、
庄
屋
の
家
の
前
、

 
辻 
な
ど
の
人
通
り
の
多
い
、
目
に
付
き

つ
じや

す
い
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
今
の
石
川
町
は
高
田
村

の
南
町
と
下
泉
村
の
荒
町
と
で 
街 
を
つ

ま
ち

く
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
境
に
高

札
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。（
ビ
ジ
ュ
ア
ル

石
川
町
の
歴
史
一
○
七
ペ
ー
ジ
参
照
）

高
札
は
街
ば
か
り
で
は
な
く 
在 
の
ほ
う

ざ
い

に
も
あ
り
ま
し
た
。

高
札
と
高
札
場

　

こ
の
高
札
が
北
山
形
区
（
区
所
蔵
）

と
中
野
の
二
瓶
勇
氏
宅
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
幕
府
（
将
軍
徳
川
家
康
）

は
慶
長
一
八（
一
六
一
三
）年
幕
藩
体
制

が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
を
恐
れ
、
キ
リ
ス
ト
を

全
面
禁
止
し
ま
し
た
。寛
永
八（
一
六
三

一
）年
白
河
藩
内
で
キ
リ
ス
ト
教
信
者

（
キ
リ
シ
タ
ン
）が
火
あ
ぶ
り
や
首
を
切

ら
れ
て
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
は

 
島  
原 
の
乱（
一
六
三
七
―
八
）後
は
い
っ

し
ま 
ば
ら

そ
う
取
締
を
強
化
し
ま
し
た
。
信
者
を

密
告
し
た
者
に
は 
褒  
美 
を
出
す
、
と
高

ほ
う 

び

札
を
全
国
的
に
掲
示
し
ま
し
た
。
北
山

形
に
残
る
高
札
は
「 
奉  
行 
」
の
名
で
天

ぶ 
ぎ
ょ
う

和
二（
一
六
八
二
）年
五
月
に
告
示
さ
れ

た
「
定
」
を
後
に
越
後
高
田
藩
主（
浅
川

陣
屋
支
配
）の
榊
原
式
部
大
輔
が
立
て

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
禁
制
高
札

第50回�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�

首都機能�
移転についての�

基本的な考え方�
�●�4

Ａ　

新
首
都
全
体
で
最
大
約　

万
人

６０

の
移
転
人
口
と
そ
の
都
市
活
動
は
、

地
域
の
自
然
環
境
や
生
態
系
な
ど
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
自
然
的
要
素
と
し
て
は
、

大
き
く
大
気
、
水
、
土
壌
等
、
生
物

に
関
係
す
る
も
の
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
新
し
い
発

想
に
基
づ
い
た
開
発
適
地
の
設
定
や

開
発
手
法
を
採
用
す
る
な
ど
、
人
間

活
動
が
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
最
小

限
に
抑
え
た
「
森
に
し
ず
む
都
市
」

を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
循
環
型

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ　

新
首
都
は
第
三
次
産
業
の
割
合

が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
都

市
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
と
し
て
は
、

事
業
所
か
ら
の
紙
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
が
多
く
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
の
整
備
に
よ

っ
て
汚
泥
が
発
生
し
、
さ
ら
に
、
新

首
都
建
設
に
お
い
て
は
短
期
間
に
大

量
の
建
設
廃
材
や
建
設
汚
泥
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
廃
棄
物
の
抑
制
や
減

量
化
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
構
築
す
る
た
め
の
新
技

術
の
導
入
、
圏
域
内
廃
棄
物
の
処
理

体
制
の
確
立
や
処
分
施
設
等
の
確
保

に
努
め
る
な
ど
、
環
境
へ
の
負
荷
を

極
力
抑
制
す
る
資
源
循
環
型
の
都
市

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

環
境
へ
の
負
担
が
増
大
し
、
生
活
環�

境
の
悪
化
が
進
み
ま
せ
ん
か�

新
た
に
発
生
す
る
廃
棄
物
な
ど
は
、

ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
で
す
か�

▲キリスト教禁制高札（二瓶勇氏蔵）
　１７１３（正徳元年）
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

２
月　

日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

１８

ン
タ
ー
内
石
川
町
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
、
第　

回
石
川
ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開

１９

か
れ
ま
し
た
。

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
中
、
開
会
式
で

は
同
セ
ン
タ
ー
運
営
協
会
理
事
長
の
西

牧
立
博
町
長
が
あ
い
さ
つ
。
塩
田
金
次

郎
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

鈴
木
晃
大
く
ん
（
石
川
中
１
年
・
双
里
）

か
ら
優
勝
杯
が
返
還
さ
れ
、
鈴
木
智
啓

　

こ
の
ほ
ど
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
母
畑
勤
労
者
野
外
活

動
施
設
（
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）
の
改
修
工

事
落
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雪
が
降
り
し
き
る
中
、
同
セ
ン
タ
ー

運
営
協
会
理
事
長
の
西
牧
立
博
町
長
ら

７
名
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、雇
用
・

能
力
開
発
機
構
福
島
セ
ン
タ
ー
所
長
ら

が
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
大
野
雅
人
県
議

会
議
員
、
塩
田
金
次
郎
県
議
会
議
員
、

角
田
美
公
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
昭
和　

年
５０

８
月
に
建
設
さ
れ
、
食
事
や
宿
泊
も
で

き
る
憩
い
の
施
設
と
し
て
多
く
の
方
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
５
年
に
続
き
２
度
目

の
改
修
工
事
と
し
て
、
屋
根
や
外
壁
、

食
堂
な
ど
を
改
装
し
た
も
の
で
、
多
く

の
出
席
者
が
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

花名＝サイネリア

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

�
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
�新
装
オ
ー
プ
ン

子
ど
も
た
ち
が

�
日
頃
の
滑
り
�を
披
露

く
ん
（
白
河
中
央
中
・
母
畑
）
が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
一
般
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
の
部
の
子
供
た
ち
や
応
援
に
駆
け
つ

け
た
保
護
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加

し
て
、
日
頃
練
習
の
滑
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
会
場
で
は
保
護
者
が
作
っ
た
、

け
ん
ち
ん
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
応
援
に

も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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２
月　

日
・　

日
、
浪
江
町
ふ
れ
あ

１０

１１

い
セ
ン
タ
ー
で
、
第
４
回
ナ
イ
キ
カ
ッ

プ
県
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
（
佐
藤
勝
次
郎

監
督
・
西
牧
広
晃
主
将
・
１
年
）
は
、

県
内
６
地
区
の
県
南
代
表
と
し
て
参
加

し
、
県
大
会
は
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
覇

者
二
本
松
一
中
に
引
き
分
け
、
い
わ
き

市
の
植
田
中
に
勝
つ
と
、
得
失
点
差
で

リ
ー
グ
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
決
定
戦
と
な
る
強
豪
郡
山
二
中

と
の
戦
い
は
、
前
半
守
り
の
ミ
ス
か
ら

先
制
を
許
す
る
と
、
西
牧
主
将
中
心
の

が
ん
ば
り
で
、
す
ぐ
さ
ま
同
点
、
後
半

も
２
得
点
を
挙
げ
、
３
対
２
で
競
り
勝

ち
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
世
界
へ
つ
な
が
る
大
会

で
、
４
月　

日
か
ら
宮
城
県
で
の
東
北

１４

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

２
月　

日
、
雪
中
か
ん
じ
き
ハ
イ
キ

２５

ン
グ
が
、
裏
磐
梯
桧
原
湖
周
辺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
」
事
業
（
中
田
庄
吾

委
員
長
）
の
最
終
回
。
学
法
石
川
高
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
３
人
を
含
む　

人
が

１７

参
加
し
、
裏
磐
梯
桧
原
湖
五
色
沼
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
西
洋
か
ん
じ
き

（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）
を
履
い
て
、
約
４

�
を
４
時
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
歩
き

ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
初
体

験
の
参
加
者
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
を
受
け
、
磐
梯
山
、
桧
原
湖
を
眺

め
な
が
ら
、
白
銀
の
大
自
然
を
楽
し
ん

で
歩
き
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
学
法
石
川
高
校
と
県
立

石
川
高
校
で
は
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　

世
紀
を
迎
え
て
の
初
め
て
卒
業
す

２１
る
高
校
生
は
、
５
１
６
人
（
男
２
９
８

人
・
女
２
１
８
人
）
で
、
新
た
な
気
持

ち
を
抱
き
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

学
法
石
川
高
校
（
森　

功
校
長
）
で

は
、
卒
業
生
３
４
４
人
の
ク
ラ
ス
代
表

に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
・
鈴
木
理
恵
子
さ
ん
・
沢
井
）。
校
長

式
辞
の
あ
と
、
塩
田
金
次
郎
県
議
会
議

員
、
瀬
谷
京
子
助
役
、
熊
田
重
信
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
鈴
木
秀
次
同
窓
会
々
長
が
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
、
生
徒
会
長
の

渡
辺
哲
也
さ
ん
（
都
路
村
・
２
年
）
が

送
辞
を
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
吉
田
裕

子
さ
ん
（
平
田
村
）
が
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

石
川
中
サ
ッ
カ
ー
部
が
逆
転
で

�
県
大
会
初
優
勝
�

３
年
間
の
学
び
舎
を
後
に

�
進
学
・
就
職
�

裏
磐
梯
で�
雪
中
か
ん
じ
き
�

ハ
イ
キ
ン
グ
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
昨
年
４
月
に
開
院
し
た
、
矢

吹
町
の
「
き
た
む
ら
整
形
外
科
」
で
事

務
を
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
仕
事
は
、
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
早
く
一

人
で
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

い
ろ
い
ろ
な
国
を
旅
行
す
る
こ
と
や

幸
せ
な
家
庭
を
つ
く
り
、
毎
日
を
ｈ
ａ

小
林　

亜
沙
子
さ
ん（　

歳
）●
沢
井
字
打
出

２２

ｐ
ｐ
ｙ
に
暮
ら
す
こ
と
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り
と
医
療
、

福
祉
の
益
々
の
充
実
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

頼
り
が
い
が
あ
っ
て
、
尊
敬
で
き
る

人
で
す
。

次
回
は
小
林
さ
ん
の
紹
介
で

榊
枝　

利
晃
さ
ん
で
す
。

福
井
県
福
井
市

福
井
県
福
井
市�

福
井
県
福
井
市�

福井県福井市�

双里字本宮�

深谷　順子さん�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す

か
　

緑
豊
か
な
福
井
平
野
の
中
心
に
位

置
し
、
一
乗
朝
倉
氏
遺
跡
に
代
表
さ

れ
る
優
れ
た
歴
史
遺
産
を
持
ち
、
雄

大
な
山
な
み
や
美
し
い
日
本
海
、
清

ら
か
な
三
大
河
川
が
あ
る
人
口
約　
２５

万
人
都
市
、
福
井
県
福
井
市
で
す
。

　

今
の
季
節
は
足
羽
川
の
桜
並
木
は

有
名
で
、
福
井
春
ま
つ
り
越
前
時
代

行
列
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
産
地
の
ほ
か
、
繊
維
産
業
、

鯖
江
市
を
中
心
と
し
た
眼
鏡
産
業
も

盛
ん
で
、
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
生
産
は

全
国
で　

％
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
ま
す
。

９０

さ
ら
に
、
山
間
地
で
は
恐
竜
の
化
石

が
多
数
発
見
さ
れ
、
昨
年
は
恐
竜
博

が
開
か
れ
ま
し
た
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
５
年
に
結
婚
を
期
に
来
ま
し

た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

す
ぐ
近
く
に
山
々
が
あ
り
、
狭
い

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
誰
も
知
ら

な
い
所
へ
嫁
に
来
た
の
で
す
が
、
近

所
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
心
の
温
か
い

人
が
多
く
、
親
切
で
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
の
文
化
祭
で

は
多
く
の
人
々
の
様
々
な
文
化
活
動

の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
ど
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館

や
公
園
の
整
備
、
充
実
で
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ
た

方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、皆

さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、石
川
町

の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。登
場
し
た
い
方

は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が
９
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

一
二
さ
ん

　

一
二
さ
ん　

昭
和　

年
１
月
に
結
婚

２５

し
ま
し
た
が
、
終
戦
後
の
困
窮
の
な
か
、

水
稲
、
葉
タ
バ
コ
、
養
蚕
、
酪
農
な
ど

を
営
み
生
計
を
立
て
ま
し
た
。
農
耕
機

械
の
な
い
時
代
な
の
で
、
ク
ワ
、
カ
マ

で
の
作
業
を
思
い
出
し
ま
す
。
父
が
早

く
に
他
界
し
た
の
で
す
が
、
妻
は
子
育

て
の
傍
ら
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
て
く

れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

野
菜
を
つ
く
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
届

け
る
こ
と
や
、
孫
の
成
長
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
時
々
行
く
温
泉
旅
行
な

ど
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

石
尊
山
公
園
か
ら
眺
め
る
今
出
川
、

北
須
川
沿
い
の
満
開
の
桜
並
木
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

他
の
地
域
と
比
べ
、
上
母
畑
地
区
の

道
路
改
修
が
遅
れ
て
い
る
の
で
、
早
期

に
改
良
し
て
欲
し
い
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

木戸　一二さん（72歳）�
ヨシイさん（70歳）�
住所：母畑字丈田�

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

円谷　 利 奈   　ちゃん
り な

中野字竹下　　　　　　　
英介さん・光代さんの三女
平成１１年７月７日生まれ　

「いつも元気な利奈ちゃん。
たくさん食べて大きくなぁ
れ！」

會田　 桃 子   　ちゃん
もも こ

一ノ沢　　　　　　　　　
英紀さん・文恵さんの長女
平成１１年８月１８日生まれ　

「天下泰平な桃子。明るく、
元気に育ってね！」
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平
成　

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

１３

新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お

読
み
い
た
だ
い
て

　

５
月　

日
ま
で
に

２１

　

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基

準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

�
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
７

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

〔
危
険
〕

●
放
し
飼
い
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
散
歩
の
前
に
は
首
輪
、
く
さ
り
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
迷
惑
〕

●
散
歩
の
と
き
は
フ
ン
の
あ
と
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

案
内

　

川
や
湖
な
ど
、
川
の
汚
れ
の
主
な
原

因
は
、
生
活
排
水
（
風
呂
、
台
所
、
洗

濯
等
）
で
す
。

　

町
で
は
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の
汚

染
を
防
ぐ
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
家
庭
内
で
排

出
さ
れ
る
生
活
排
水
の
す
べ
て
を
処
理

で
き
る
浄
化
槽
で
す
。

※
法
律
の
改
正
に
伴
い
単
独
処
理
浄
化

槽
の
新
設
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉

　

申
請
用
紙
（
担
当
課
で
用
意
）
に
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
５
月　

日
３１

（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
浄
化
槽
は
５
人
〜　

人
槽

５０

の
も
の
で
、
工
事
が
平
成　

年
３
月
末

１４

日
ま
で
に
完
了
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�
２
６
―
９
１
２
２

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

犬
も
家
族
の
一
員
で
す

―
愛
情
と
責
任
を
―

●
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。

〔
健
康
・
管
理
〕

●
生
後　

日
以
上
の
犬
は
登
録
と
狂
犬

９１

病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
を
十
分
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
犬
舎
は
い
つ
も
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
な
子
犬
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に

去
勢
、
避
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
中
保
健
所
衛
生
課
食
品
衛
生
係

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
３
８
４
７

　

町
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

�
２
６
―
９
１
２
２

補　助　金　額

 補助金額 人　槽

　 ３５４，０００円　　 ５人槽

　 ４１１，０００円 ６～７人槽

 　５１９，０００円 ８～１０人槽

 　９８１，１００円１１～２０人槽

 １，６６８，０００円２１～３０人槽

 ２，２３８，０００円３１～５０人槽 　石川町では、平成１３年４月１日診療分から
は、６歳に達する日以後の最初の３月３１日（小
学校就学前）までの医療費を助成することに
なりました。
　該当するお子さんの居る世帯には、個別に
通知を発送しましたが、手続きがまだ済んで
いない方は、役場国保窓口でお早めに手続き
してください。
　手続き方法は次のとおりです。

該当者が社保の方�

①すでに乳幼児医療費受給資格者証を
　お持ちの方

　有効期限の訂正を受けてください

②新たに該当になる方
　（３歳以上及び新生児）

　資格者証の交付申請をしてください

※国保の方については、手続きは不用です

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　今年で１５年目を迎えた『石川桜まつり』が４月２１日の
土曜日、盛大に開かれます。
　桜並木に囲まれる特設会場では、露店が多数立ち並び、
ゲームやカラオケ大会などで盛り上がります。
　知人、友人、ご家族などお誘いあわせのうえ、多数の
ご来場をお待ちしています。

日時�４月２１日�午後１２時４０分～午後９時
会場�今出川沿い『あさひ公園』

●イベント内容
　ビンゴ大会
　鯉の放流
　マスつかみ大会
　芸能発表会
　カラオケ大会、ほか

※出店は、４月２１日～２２日の２日間、
午前１０時～午後９時まで行われます。

石川桜まつり２００１
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回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

●
相
談
日　

４
月　

日（
火
）

２４

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
消
防
交
通
係

　

�
２
６
―
２
１
１
４

●
相
談
日　

４
月
６
日（
金
）、

　
　
　
　
　
　

日（
火
）、　

日（
金
）

１７

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

相
談

郡
山
駐
屯
地
記
念
行
事

●
期　

日　

４
月　

日
（
日
）

２２

●
場　

所　

郡
山
市

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
広
報
室

　

�
０
２
４
―
５
４
６
―
１
９
１
９

見
た
い
・
知
り
た
い
・
自
衛
隊
！

募
集

　

人
事
院
で
は
、
次
に
よ
り
国
家
公
務

員
採
用
試
験
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資

格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
２
課
試
験
係

　

�
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験

第１次試験日
受付期間（最終日消印有効）

〔　〕内は申込用紙配布開始日
試　験　名

６月１０日�４月３日�～５月１０日�

郵便受付：４月３日�～５月１０日�

持参受付：５月１日�～５月１０日�

〔３月２１日�〕

Ⅰ種試験
（大学卒業程度）

７月１日�
Ⅱ種試験

（大学卒業程度）

９月２日�
６月２０日�～６月２７日�

〔５月１４日�〕
Ⅲ種試験

（高校卒業程度）

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
付
期
間

　

４
月
９
日（
月
）〜
５
月　

日（
金
）

１１

　

締
切
日
必
着

●
採
用
予
定
数

　

陸
上　

一
般
幹
部　

男
女
・
約　

名
１１０

　

海
上　

一
般
幹
部　

男
女
・
約　

名
８５

　
　
　
　

技
術
幹
部　

男
女
・
約　

名
２０

　

航
空　

一
般
幹
部　

男
女
・
約　

名
５４

●
第
１
次
試
験
（
予
定
）

　

５
月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

２６

２７

医
科
・
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

●
受
付
期
間

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

４
月
９
日（
月
）〜
５
月　

日（
金
）

１１

　

締
切
日
必
着

●
採
用
予
定
数

　

陸
上　

歯
科
・
薬
剤
科　

約　

名
１０

　

海
上　

歯
科
・
薬
剤
科　

約
４
名

　

航
空　

歯
科
・
薬
剤
科　

約
３
名

●
第
１
次
試
験
（
予
定
）

　

５
月　

日（
土
）

２６

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
広
報
室

　

�
０
２
４
―
５
４
６
―
１
９
１
９

●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育
課・生涯学習係までお問い合わせください。

� 26－ 9136

場　所内　　　容月　日

各学校小・中学校入学式４／６

町民グラウンド石川町消防団春季検閲式４／１５

町民グラウンド
協会長旗Ｃリーグソフトボール
大会

４／２２

町民グラウンド高松宮杯野球大会４／２９

町民グラウンド
ほか

中体連ヤマザキ杯大会５／３



・16

コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

保健衛生協力員さんってご存知ですか？�
　

保
健
衛
生
協
力
員
さ
ん
は
、
主
に
皆

さ
ん
の
健
診
の
申
し
込
み
、
健
診
録
の

配
布
と
、
保
健
衛
生
の
事
業
な
ど
の
協

力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
３
月

で
任
期
を
終
え
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
感

想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
仕
事
は
思
っ
た
よ
り
大
変
で
し
た
。

自
分
自
身
が
会
社
員
の
と
き
は
、
当
然

の
よ
う
に
職
場
で
健
診
を
受
け
て
い
ま

し
た
の
で
、
何
の
問
題
も
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
や
っ
て
み
て
、
健
診
へ
の

意
識
の
低
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
が

ん
健
診
は
、
職
場
や
医
療
機
関
に
○
を

つ
け
て
い
ま
す
が
、
受
け
て
い
な
い
の

が
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念

で
す
。』『
各
家
庭
を
回
っ
て
み
る
と
、

改
め
て
病
気
や
健
康
に
対
し
て
の
関
心

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中
に

は
、
健
診
録
が
届
い
て
み
る
と
、
も
う

年
だ
か
ら
と
か
、
ま
だ
若
い
か
ら
と
い

っ
て
健
診
に
こ
な
い
人
も
多
く
、
理
解

と
協
力
が
少
な
い
の
で
苦
労
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
抵
の
方
は
、
病
気
に
な
る

と
自
分
自
身
も
大
変
だ
け
れ
ど
、
家
族

に
も
心
配
を
か
け
る
か
ら
、
近
く
で
受

診
で
き
る
の
だ
か
ら
、
毎
年
受
け
る
よ
。

と
い
っ
て
く
れ
る
方
も
い
て
、
そ
う
言

わ
れ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。』と

地
区
内
を
隅
々
歩
く
大
変
な
仕
事
で
す

が
、
声
を
か
け
あ
い
、
地
域
の
中
で
横

の
つ
な
が
り
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

　ごま、海苔、わかめ、残り野菜などは、あえ物に
したり一品加えたりするときに活躍するもの。まめ、
昆布、煮干し、じゃこはよく噛まなければならない
ので、ヘルシーで歯にもいいおやつ。特に煮干しは、
しょう油、みりん、砂糖で味付けして、とうがらし
をひとふりすれば、お茶のおともに最適です。�
　自然の素材を生かした味のわかる子どもに育てた
いものですね。�
　煮干しはビタミンとカルシウムを一緒にとること
ができます。栄養的にも、ほぼ完璧に近く、欠けて
いるのは、ビタミンB１、ビタミンＣぐらいのもの。
　サンマ、イワシなどは身を食べて、さらに�
骨をもう一度焼けば、すてきなおかずに�
早変わり、ヘルシーで食に対する�
思いがあっていいですね。�

広
告
・
チ
ラ
シ
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

　

新
聞
や
雑
誌
の
広
告
、
折
り
込
み
チ

ラ
シ
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
、

私
達
は
日
常
の
買
い
物
に
広
告
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
購
入
し
た
商
品

が
広
告
通
り
の
品
質
で
は
な
か
っ
た
」

と
い
っ
た
苦
情
な
ど
、
事
実
と
異
な
る

表
示
や
誇
大
な
表
現
に
よ
る
消
費
者
被

害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
広
告
に
対
す
る
規
制

　

広
告
の
内
容
は
、
景
表
法
な
ど
の
法

律
や
自
主
基
準
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
抵
触
す
る

よ
う
な
虚
偽
・
誇
大
の
広
告
を
見
て
、

商
品
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

返
品
・
返
金
の
権
利
の
保
証
は
な
く
、

被
害
の
回
復
は
困
難
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
私
達
が
広
告
を
正
し
く
見
る
目
を

養
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

●
広
告
を
見
る
と
き
の
注
意

①
常
識
に
照
ら
し
て
見
る
…
飲
む
だ
け

で
痩
せ
る
お
茶
、
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ハ
イ

リ
タ
ー
ン
の
金
融
商
品
な
ど
、
常
識
で

は
考
え
ら
れ
な
い
広
告
は
信
用
し
な
い

こ
と
で
す

②
小
さ
な
活
字
に
注
目
…
重
要
な
こ
と

が
隅
に
小
さ
な
字
で
書
い
て
あ
っ
た
り

し
ま
す

③
広
告
の
種
類
も
ひ
と
つ
の
目
安
…
折

り
込
み
広
告
や
投
げ
込
み
チ
ラ
シ
な
ど

を
き
っ
か
け
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

見
ら
れ
ま
す

④
広
告
は
保
管
を
…
広
告
に
記
載
さ
れ

た
内
容
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立

つ
場
合
も
あ
り
ま
す

⑤
体
験
談
に
注
意
…
健
康
食
品
な
ど
の

広
告
に
は
、
病
気
が
治
っ
た
な
ど
の
体

験
談
が
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
医
薬

品
的
効
能
効
果
の
期
待
は
困
難
で
す

⑥
安
易
な
融
資
広
告
は
危
険
…
一
本
化

や
融
資
可
能
な
ど
、
多
重
責
務
者
を
狙

う
紹
介
屋
や
整
理
屋
の
広
告
に
も
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
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戸
籍
の
窓
口�

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

28

2

2

13

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

芳
賀
亜
佑
美
（
幸　

市
・
信　

子
）
板　

橋

小
豆
畑　

翔
（
正　

一
・
美　

穂
）
山　

形

西
牧　

快
登
（
俊　

春
・
典　

子
）
長
久
保

野
内　

健
裕
（　

誠　

・
念
家
美
）

大
字
新
屋
敷
字
鷹
ノ
巣

西
牧　

優
斗
（
厚　

雄
・
優　

子
）
新　

町

鈴
木　

和
香
（
憲　

和
・
睦　

子
）
北　

町

志
賀　

千
笑
（　

誠　

・
幸　

江
）
北　

町

瀧
口　

僚
太
（
清　

勝
・
由
喜
子
）
母　

畑

仲
田　

彩
花
（
茂　

司
・
佐
和
子
）
中　

野

藁
谷　

朋
佳
（
順　

一
・
百　

合
）
北　

町

近
内　
　

翼
（
正　

美
・
祐　

子
）
中　

野

江
尻　

姫
歌
（
昌　

弘
・
和　

泉
）
赤　

羽

山
田　

莉
子
（
英　

司
・
克　

枝
）
王
子
平

白
岩　

素
直
（
義　

孝
・
優　

子
）
双　

里

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

※
４
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

※
全
期
前
納
は
４
月
27
日
ま
で
に
�

　
納
め
ま
し
ょ
う
�

国
民
年
金
（
4
月
分
）�

※
５
月
１
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

軽
自
動
車
税
（
全
期
）�

　３月１３日、石川、沢田両中学校では卒業
式が行われ、２７０人（男１４６人・女１２４）が
３年間の学び舎を羽ばたきました。

〔〔〔

保だより�忘れないで！国保の届け出�
届け出の遅れはトラブルのもと�
　　次のポイントを確認して必ず届け出を！�

�国保は職場の健康保険などに入っていない人が入る医療保険制度です。�
�届け出をする日が国保に入る日ではありません。�
�国保の届け出は各自が行います。�
�届け出をしないと医療費が全額自己負担になります。�
�届け出が遅れた分の保険税も納めなくてはいけません。�

国保を知らない�浮き世離れタイプ�

国保ってなあに～？�わたしは関係ないよね～�

会社が会社がしてくれると思っ�ているひとまかせタイプ�

会社がしてくれると思っ�ているひとまかせタイプ�

国保の届け出なら会社がやっ�てくれてるんじゃないの？�

保険税険税を納めたくない納めたくない�自己中心タイプ自己中心タイプ�

保険税を納めたくない�自己中心タイプ�
もったいない。�
届け出しなけりゃ�納めなくてすむわ�

届け出な
んて�

めんどう
だなぁ。

まぁ、�

いつでも
いいか�

なんでも
めんどう

な
なんでも

めんどう
な�

ごろごろ
タイプ

ごろごろ
タイプ�なんでも
めんどう

な�

ごろごろ
タイプ�

病気しな
いから、

国保に入
っ�

てなくて
も困らな

いもんね
～�

お医者さ
んにかか

らない

お医者さ
んにかか

らない�

　　　　
体力自慢

タイプ

　　　　
体力自慢

タイプ�お医者さ
んにかか

らない�

　　　　
体力自慢

タイプ�

次の就職
が決まる

までの間
くら�

い入らな
くていい

でしょう？
�

すぐ就職
するつも

りの

すぐ就職
するつも

りの�

現実主義
タイプ

現実主義
タイプ�すぐ就職
するつも

りの�

現実主義
タイプ�

届け出が遅れるこんなケース、あなたは心あたりがありま届け出が遅れるこんなケース、あなたは心あたりがありませんか？せんか？�届け出が遅れるこんなケース、あなたは心あたりがありませんか？�

保険税は�
資格が発生した月から納めます�

6月に会社をやめ、10月に国保加入の�
届け出をした人の場合�

例�

保険税を納めるのは、国保の被保険者とし
ての資格を得たからで、届け出をしたとき
からではありません。�

6月�7月�8月�9月�10月�11月�

会社をやめた� 国保加入の届け出をした�

さかのぼって納めます�

この間の医療費は全額自己負担�

　保険税は国保の資格を得た6月までさ

かのぼって納めます（これを遡及賦課と

いいます）。また、届け出をした10月ま

で保険証がありませんから、6～9月の間

の医療費は全額自己負担になります。�

そきゅうふ　か�

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

角　

田　

栄
太
郎　
　
　
　

谷　

沢

　

鈴　

木　

憂　

樹　
　
　
　

屋
敷
入

　

根　

本　

高　

弘　
　
　
　

浅
川
町

　

吉　

田　

ケ
サ
子　
　
　
　

双　

里

　

渡　

辺　

久　

一　
　
　
　

屋
敷
入

　

玉　

木　

ミ
ヨ
子　
　
　
　

屋
敷
入

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

棚　

邉　

悦　

子　
　
　
　
　

双　

里

瀬　

谷　
　
　

子　
　
　
　
　

中　

田

加　

藤　

周
四
郎　
　
　
　
　

南　

町

有　

賀　
　

正　
　
　
　
　
　

塩　

沢

渡　
　
　

タ　

ケ　
　
　
　
　

母　

畑

小　

針　
　

東　
　
　
　
　
　

長
久
保

安　

倍　

憲　

一　
　
　
　
　

下　

泉

添　

田　

シ　

ン　
　
　
　
　

北
山
形

鈴　

木　

菊
五
郎　
　
　
　
　

湯
郷
渡

円　

谷　

シ　

モ　
　
　
　
　

中　

野

生
田
目　

兼　

義　
　
　
　
　

山　

形

蛭　

田　

宣　

男　
　
　
　
　

南　

町

塩　

田　

千
枝
子　
　
　
　
　

中　

田

渡　
　
　

サ　

ツ　
　
　
　
　

母　

畑

小　
　
　
　

左
衛
門　
　
　
　

谷　

地

芳�

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
配
備

　

福
島
交
通
は
、
床
が
低
く
て
乗
車

し
や
す
い
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
２
台

を
、
石
川
営
業
所
に
配
備
し
２
月
８

日
か
ら
運
行
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
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編

集

後
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町の人口�
住民基本台帳�
（3月1日現在）�

19,854人（＋2）�

 　9,713人 　（＋6）�

 10,141人　（－4）�

 　5,557戸 　（＋1）�

 （　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　「豊かな心とたしかな学力を
もち、物事を真剣にやり抜くた
くましい児童」を教育目標に、
161人の児童が毎日元気に過ご
しています。�

　
こ
の
絵
は
あ
る
日
、
雲
の
上
で

雨
を
ふ
ら
せ
て
い
た
お
に
の
所
に
、

ド
ラ
ゴ
ン
が
と
ん
で
き
て
、
お
に

が
お
ど
ろ
い
て
い
る
様
子
で
す
。�

�

　
学
校
の
か
だ
ん
に
、
き
れ
い
な

コ
ス
モ
ス
が
さ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
４
年
生
が
遊
ん
で
い
る

所
で
す
。�

169

「
ド
ラ
ゴ
ン
と
お
に
の
出
会
い
」�

「
コ
ス
モ
ス
の
世
界
」�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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待
望
の
石
川
バ
イ
パ
ス
建
設
が
着
工
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、

関
係
者
の
努
力
の
賜
物
で
す
。
環
境
、

教
育
、
情
報
分
野
等
、
社
会
的
・
技
術

的
革
新
の
中
で
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、

人
は
人
間
社
会
だ
け
を
中
心
に
考
え
、

世
界
規
模
で
の
問
題
を
つ
く
り
上
げ
、

地
球
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
な

く
、
人
間
社
会
で
す
ら
崩
れ
そ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
最
近
今
出
ダ
ム
建
設
で

の
世
論
が
あ
り
、
老
若
男
女
も
十
人
十

色
の
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
だ
け
、
わ
が
町
だ
け
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
広
域
的
な
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

  牧草として明治初期に渡来し、
全国的に野生化している多年
草。花期は５月～８月で、畑
などのまわりの土手や空き地
に多く見られる。シロツメク
サとは茎が斜めに立ち上がる
点や花の大きさが異なる。ム
ラサキツメクサとも呼ばれる。�
�

写真提供/関根政信さん� アカツメグサ（マメ科）�
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